
川内北中学校 感王寺　等

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 12 Ａ 1
(1) Ｂ 35 Ｂ 4

Ｃ 4 Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 8 Ａ
(1) Ｂ 34 Ｂ 3

Ｃ 9 Ｃ 2

Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 12 Ａ 1
(2) Ｂ 36 Ｂ 4

Ｃ 3 Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 29 Ａ 2
(2) Ｂ 20 Ｂ 3

Ｃ 2 Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 27 Ａ 1
(3) Ｂ 21 Ｂ 4

Ｃ 3 Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 12 Ａ
(4) Ｂ 36 Ｂ 4

Ｃ 3 Ｃ 1
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 19 Ａ 2
(5) Ｂ 27 Ｂ 3

Ｃ 5 Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 35 Ａ 2
(5) Ｂ 15 Ｂ 2

Ｃ 1 Ｃ 1
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 15 Ａ 1
(7) Ｂ 27 Ｂ 2

Ｃ 9 Ｃ 2
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 14 Ａ 1
(7) Ｂ 33 Ｂ 4

Ｃ 4 Ｃ
Ｄ Ｄ
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学校名 校長名

番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価 学校関係者評価委員による評価(集約)

評定(数値平均) 評定(数値平均)

1

　校長の学校経
営方針等が保護
者や地域に伝
わっている。

・学校だよりが月2回発行
されている。

･自治会の回覧板で、学校
の様子を知ることができ
る。
･コロナによる活動制限が
合う中、細かに配慮されて
いる。

3.2 3.2

2

　望ましい子供の
姿（知・徳・体）
に向かって数値的
目標を設定し努力
している。

・生活面での数値目標設
定が難しいです。(時間の
管理を身に付けさせた
い。)

･数値目標の設定につい
て、生徒はどれくらい関
わっているのか。
･具体的な数値設定がわか
らない。
･活動がなかなか無い。

3.0 2.6

3

　子供たちは、
楽しそうに生き
生きと学校生活
を送っている。

・行事の際は楽しそうに
している生徒が多いが、
日常生活は欠席も多く、
身体的不調を訴える生徒
が多いように感じる。

･授業はそれぞれ工夫され、子供たちが自
分で学ぼうとする姿が見られる。
･コロナ禍により欠席する事に対するハー
ドルが下がっている感がある。一人一人
のペースも大事にしていきたい。
･あいさつ等元気がない。3.2 3.2

4

　いじめや不登校
など生徒指導上の
課題解決に向けて
積極的に取り組ん
でいる。

・不登校対策委員会が行
われ、各先生方も熱心に
家庭訪問などを行ってい
る。

･少しでも学校に来られるように、その子に合わせ
た対応が行われていると感じた。
･居場所づくり、絆づくりに意識的に取り組んでい
きたい。
･必ずしも積極的に取り組んでいるとは思わない。
･不登校問題に取り組んでいるが、なかなか減らな
い。

3.5 3.4

5

　子供たちの安全
（登下校時、自然
災害時）について
細心の注意を払っ
ている。

・事前に呼びかけや、ポ
イントに立って下校指導
されている。
・危険箇所などの把握が
十分にできていません。
(自身)

･生徒の登下校時の行
動の指導の徹底を。

3.5 3.2

6

　教職員は、子
供や保護者、地
域との望ましい
関係を築いてい
る。

・ＰＴＡや学校行事、個
別の面談等を通して関係
が築かれていると思う
が、届かない声も多数あ
ると思う。

･先生による発言によ
り学校に来られない保
護者より相談等が増え
ている。

3.2 2.8

7

　学校は常に整
理整頓、清掃さ
れ、花や緑に囲
まれている。

・時間はかかるが、生徒
にさせることで、花の生
命を考える人になって欲
しいと思い活動させてい
る。
・小さなゴミ、汚れに気

･クラスの道具棚等がきちんと整理整頓さ
れており、細かなところまで子供たちへ
の指導がなされている。
･花苗の世話等、丁寧に取り組んで頂いて
いる様子がうかがえた。

3.3 3.4

8

　学校の施設・
設備は定期的に
安全維持管理の
ための点検等が
なされている。

・SSSが即座に修理して下
さり、ありがとうござい
ます。

･学校の施設が大切に使われて
いることが伺えた。
･職員の業務分担、負担軽減の
観点からも、SSSの配置はあり
がたいことである。

3.7 3.2

9

　子供たちの学
力や体力の実態
が保護者や地域
によく知らされ
ている。

・羅針盤、スポーツテス
ト結果通知等で、周知さ
れていると思います。

･運動会等の子供の姿でわかる
ことも多かった。
･学校だよりの回覧で状況を知
ることができている。
･年々体力の衰えを子どもを見
て感じている。

3.1 2.8

10

　保護者や地域
は学校の教育活
動に対して協
力・支援を行っ
ている。

・おやじの会や愛校作
業、様々な行事などで多
くの方が支えて下さって
いる。3.2 3.2



学　　校　　名

川内北中学校

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 10 Ａ 1
(6) Ｂ 23 Ｂ 3

Ｃ 15 Ｃ 1
Ｄ 3 Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 17 Ａ 1
(6) Ｂ 19 Ｂ 2

Ｃ 13 Ｃ 2
Ｄ 2 Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 13 Ａ
(6) Ｂ 31 Ｂ 5

Ｃ 7 Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 11 Ａ 1
(2) Ｂ 22 Ｂ 2

Ｃ 17 Ｃ 1
Ｄ 1 Ｄ 1
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ
(8) Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ

＜学校関係者評価結果及び委員の意見等をふまえた次年度の改善点と対応策＞
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番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価(集約） 学校関係者評価委員による評価(集約)
評定(数値平均) 評定(数値平均)

11

　小中一貫教育
は、積極的に実践
され、子供たちの
姿として現れてい
る。

・部活動体験や小中連絡
会で小学校の先生方と交
流でき、共通理解・共通
実践できていると思う。

･川内北中校区の学校として、よく連携が
とれていると思う。
･様々な活動を通した小･中･高の情報交
換･共有は、今後益々重要になると思われ
る。

2.8 3.0

12

　薩摩川内元気
塾は、子供たち
に夢や元気を与
えてくれてい
る。

・2月実施予定。2年生
で、立志式記念講演を予
定しています。

3.0 2.8

13

　英語教育の推進
について、小・中
学校の特質を活か
して充実が図られ
ている。

・スピーチや英検IBAな
ど、充実していると感じ
ます。

･本市の実態に即した
小･中･高一貫した英語
教育の推進を積極的に
進めて頂きたい。

3.1 3.0

14

  子供たちは、
学校や地域で進
んであいさつを
している。

・学校から外に出ると、
地域の方々に対して進ん
であいさつをしている様
子は少ない。

･こちらからあいさつをすることが多いも
のの、よくあいさつをしてくれる。
･朝･夕に限らず、自分からあいさつして
くれる生徒が増えている印象がある。
･自主的にあいさつをする生徒が少ない。

2.8 3

↑A=4点、B=3
点、C=2点、D=
１点として、学
校教職員の評価
を平均（小数第
１位まで）

↑A=4点、B=3点、
C=2点、D=１点とし
て、学校関係者評
価委員の評価を平
均（小数第１位ま
で）

･登下校時に接する子供たちは、皆生き生きとしていました。運動会での一生懸命さ、思春期の
子供たちが全力で取り組んでいる姿に感動しました。先生方のご指導の賜物だと思います。

･町中にある学校ということで、交通事故等が心配です。今後も下校指導等、安全に関しての取
組を続けて下さればと思います。

･コロナにより、いろいろと活動制限、人との関係が無くなり、コミュニケーション力の低下を
感じる。

15
#DIV/0!


